
令和６年度 広島大学附属三原学校園 授業実践・授業研究 

英語科 ７年生 単元名『Program3 タレントショーを開こう』 

授業実践・授業研修 

日時 ６月 26 日（水）2 時間目、3 時間目 

授業者 和久野 沙莉 

本時のねらい 

自分のできることや得意なことについて、文の順番や内容などに注意し

て、相手に分かりやすく話すことができる。また、ペアやグループでの相

互評価をもとに、自己紹介の文章を練り上げることができる。 

単元・題材計画 

Think1(助動詞 can を用いた肯定文・否定文)・・・・・・・・・・・・・・２時間 

Think2(助動詞 can を用いた疑問文)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

Interact(助動詞 can を用いて説明する)・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間 

Our Project(既習事項を用いて自己紹介する)・・・７時間（本時２/７） 

授業の実際 

（本時の流れ） 

（１） 前時までの振り返りを行い、よりよい自己紹介の発表の仕方や

構成について確認する。 

（２） 教員のデモンストレーションを聞き、相手意識をもつことの重要

性を理解する。 

（３） 内容や構成に注意しながら、自己紹介の準備をする。 

（４） ペアで自己紹介を行い、アドバイスや良かった点を伝え合い、

よりよいものになるように修正をする。 

（５） 本時の学習の振り返りを行い、次時への見通しをもつ。 

事後協議の概要 

自己紹介をし合う場面では、相手に少しでも伝わるようにジェスチャー

を用いたり、知っている英語を使って表現したりしようとする姿が多く見

られた。一方で、発表をする「相手」は誰なのか、本当に相手（クラスメイ

ト）が知りたい情報は何なのか、なぜクラスメイトに自己紹介をする必要

があるのかなど、明確な相手意識と目的意識をもてていない生徒がい

た。また、聞く側の姿勢についても、うなずきや相槌などのリアクションが

なかったことなど課題が上げられた。 

    


